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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想の酒養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

て以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の

発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第305集として、新東

京国際空港公団の刈り草置場予定地事業に伴って実施した香取郡多

古町一鍬田甚兵衛山遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりま

した。

この遺跡では、旧石器時代の荒屋型彫器や縄文時代早期の住居跡

が発見されるなど、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られ

ております。この報告書が、学術資料として、また埋蔵文化財の保

護と理解のための資料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成 9年 3月31日

財団法人千葉県文化財センター

理事長中村好成



凡例

1 本書は、新東京国際空港公団による刈り草置場整備に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県香取郡多古町一鍬田字甚兵衛山 454ー 1ほかに所在するー鍬田甚兵

衛山遺跡(遺跡コード 347-011)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、新東京国際空港公団の委託を受け、財団法人千葉県文化財セ

ンターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業の組織、担当者及び実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は、主任技師 矢本節朗が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、新東京国際空港公団、多古

町教育委員会ほか多くの方々から御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第2図 国土地理院発行 1/25，000地形図「五辻J(NI-54-19-10-1)、「多古J(Nト54-19-10-2)

第 3図千葉県発行 1/2，500成田都市計画図 nX-KF72-4J、nX-KF73-3J、

IJ iIX -KF 82-2J、iIX-KF 83-1J 

8 周辺地形航空写真は、京葉測量株式会社による昭和44年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。
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I はじめに

1 調査の概要

(1) 調査の経緯と経過

財団法人千葉県文化財センターでは、新東京国際空港二期予定地内に所在する遺跡について、昭和51年

から千葉県教育委員会の指導のもとに計画的・継続的に発掘調査を実施してきている。平成元年、この新

東京国際空港の関連事業として、新東京国際空港公団は、香取郡多古町一鍬田甚兵衛山に刈り草置場の整

備を計画した。この刈り草置場の整備は新東京国際空港公団の地域との共生事業の一環として、空港予定

地内で生み出された刈り草を、周辺農家のために堆肥として利用してもらうことを目的としていた。新東

京国際空港公団は刈り草置場整備に当たり、区域内に所在する埋蔵文化財の有無と取扱いについて千葉県

教育委員会に照会を行った。計画地の台地上は周知の遺跡内ではなかったが、空港予定地内の遺跡群に隣

接し遺跡としての広がりが予想されたため、千葉県教育庁文化課は試掘調査を行った。調査の結果、旧石

器時代の遺物が検出され、新発見の遺跡として認知されることとなった。遺跡の取扱いについては千葉県

教育庁文化課と協議が重ねられた。その結果、事業計画の変更は困難であり、やむなく記録保存の措置を

講ずることとなった。調査は財団法人千葉県文化財センターが実施することとなり、新東京国際空港公団

との聞に平成 7年8月に発掘調査の委託契約が締結された。遺跡の名称は多古町教育委員会と協議を行い

「一鍬田甚兵衛山J遺跡と名付けられた。

一鍬田甚兵衛山遺跡の調査は、平成 7年8月1日から開始された。平成 7年10月6固までに調査対象面

積7，875rrf全域の上層・下層確認調査が行われた。その結果、上層については遺構の広がりが確認されなか

ったため確認調査で終了となったが、下層については調査区北側と東側の 2か所に旧石器時代の遺物が分

布することが明らかとなり、 521rrfが下層本調査対象範囲となり、引き続き下層本調査に移行した。下層の

の本調査は10月26日をもって終了した。

調査の結果、旧石器時代の石器集中地点3か所(調査終了時点の地点数)、縄文時代前期の遺物集中地点

1か所、縄文時代早期の住居跡 1軒、陥穴3基、縄文時代前期の土坑2基等の遺構とともに該期の遺物が

検出された。この中には、特に旧石器時代の荒屋型彫器のように、全国的に見ても貴重な資料が検出され

た。

翌、平成8年度に整理作業が開始された。整理作業は、 2か月間の期間の整理を要することとなり、こ

こに、平成 8年度をもって報告書刊行の運びとなった。

発掘調査及び整理作業に関わる担当職員は、下記のとおりである。

平成7年度平成7年8月1日-----10月26日

(発掘調査上層・下層確認、下層本調査)

平成 8年度平成8年10月1日-----11月30日

(整理作業水洗・注記~原稿執筆、刊行)

(2) 調査の方法

主任技師 矢本節朗

主任技師 矢本節朗

調査区の設定 調査対象範囲全域を、公共座標に合わせて東西南北に50mX50mの方眼網を設定し、大



グリッドとした。大グリッドの呼称法は、北西に起点を

置いて、北から南に 1、2、3、・…・・とし、西から東へ

A、B、C……として、これを組み合わせて使用した。

大グリッド内は 5mX5mに100分割の小グリッドを設

定し、北西隅を起点に00、01、02……として南西隅を99

とした。最小グリッドの表記はこれにより、大グリッド

と小グリッドを組み合わせて、たとえば、 2B34のよう

にした(第 1図)。

上層確認調査縄文時代以降の上層の調査は、調査区

全域に南北方向に幅0.8mの調査坑を基本として、調査対

象面積の 8%の密度で設定し遺構、遺物の分布を確認し、

遺構の確認された所及び遺物の分布の密な範囲を拡張し

本調査に移行している。縄文時代前期の土器集中地点の

分布範囲は狭く、各遺構の数も少なく散漫な分布を示す

ため、上層の調査は確認調査範囲を拡張して終了した。
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第1図 グリッド配置図

下層確認調査 旧石器時代の下層(ローム層中)の確認調査は、調査区全域に 2mx2mの調査坑を調

査対象面積の 8%の密度で設定し、石器等の遺物が出土した地点について周囲に拡張し、遺物集中の存否

と広がりを追求する方法をとっている。

本調査 確認調査の結果に基づき、上層の本調査は不要とした。その後、下層の確認調査を行い、その

結果に基づき、石器が出土した地点の周囲を拡張して調査を行った。その過程で2か所で石器集中地点が

広がることが確認されたため、石器集中地点の精査を行った(第2図)。

遺構番号 調査時点においては、検出された遺構に対して精査を行った順に001号跡、 002号跡……のよ

うに一連番号を付した。本書では、調査時の遺構番号を踏襲して表記していくが、遺構番号の頭に遺構の

種別を示す記号を追加した。 S1は竪穴住居跡、 SKは土坑及び土庫、 SEは井戸、 SDは溝状遺構を意

味する。したがって文中では例えばS1006、SE004、のように表記した。

2 遺跡の住置と環境

(1) 遺跡の位置と周辺の遺跡

一鍬田甚兵衛山遺跡は、千葉県香取郡多古町一鍬田字甚兵衛山454-1ほかに所在し、千葉県北部に広がる

下総台地に立地している。本遺跡周辺の下総台地北東部は北総台地と呼ばれ、ちょうど新東京国際空港地

域を分水界として、北は、利根川に流入する大小の河川の開析により支谷が複雑に入り込む地形を呈し、

南は、九十九里浜に注ぎ込む幾筋もの河川が南北方向に流れ、この河川|から分かれる小支谷による開析で

南方向に緩やかに傾斜する幅の狭い樹枝状の台地が延びている。

一鍬田甚兵衛山遺跡をのせる台地は、利根川に流入する尾羽根川の源流部と九十九里浜に注ぎ込む栗山

川支流の高谷川源流部に挟まれた台地である。遺跡周辺の台地の標高は42m前後で、低地までの比高差は

およそ20mである。遺跡付近では、東側で高谷川の小支谷が東方向から入り込んでいる。本遺跡はこの小

支谷の西側に面する台地縁辺部に当たる(第3図)。

-2-
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本遺跡の周辺の台地には新東京国際空港予定地内の遺跡を初め多くの遺跡の存在が知られ、調査がされ

た遺跡も少なくない。次に、本遺跡の時期に関係する時期の周辺遺跡を概観しておきたい(第 4図)。

旧石器時代の遺跡としては、新東京国際空港予定地内で大規模な調査が実施されており、後期旧石器時

代の初期から終末期の細石刃石器群の時期まで豊富な資料が存在する 1)。特に、本遺跡と関係の深い遺跡を

挙げると、東峰御幸畑西遺跡(空港No.61遺跡)が存在する。 III層上面から IIc層にかけて荒屋型彫器と湧

別技法による細石刃石核が見られ注目される九十余三稲荷峰遺跡(空港No.67遺跡)では野岳・休場型の

細石刃石核が多量に検出されている。本遺跡近隣の遺跡としては、西側に隣接してー鍬田甚兵衛山西遺跡

(空港No.16遺跡)のVII層から珪質頁岩製の大形石刃を石核の素材としている石器群が検出されている九

高谷川最奥部の小支谷を挟んで東側にはー鍬田甚兵衛山北遺跡(空港No.ll遺跡)があり、 III層からナイフ

形石器終末期の石器群が検出されている針。

縄文時代の遺跡としては、西側の小支谷を挟んでー鍬田甚兵衛山南遺跡(空港No.12遺跡)が位置する。

有舌尖頭器や隆起線文土器が出土した遺跡として著名である九早期撚糸文期の住居跡が検出されている

遺跡としては、空港予定地内の遺跡群が知られているが、取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)では、撚糸文

期の住居跡が 6軒検出されており当地域の様相を示す資料として重要である九香山新田中横堀遺跡(空港

No.7遺跡)でも撚糸文期の住居跡が 1軒検出されている九本遺跡で主体を占める前期後半の浮島式・興

津式土器群が出土する遺跡としては、東対岸のー鍬田甚兵衛山北遺跡(空港No.ll遺跡)遺跡が知られる。

遺跡の中で 5地点に分布し、それぞれ土器群の組成が異なるという特徴ある様相を示している九本遺跡は

旧石器時代、縄文時代を主体とする遺跡で、これらの空港予定地内の遺跡群と密接に関係していたと考え

られる。

(2) 層序区分

一鍬田甚兵衛山遺跡は、前項で説明したように栗山川支流の高谷川の最上流部に位置している。この台

地上は地形面では下末吉面 (S面)に比定されている。一鍬田甚兵衛山遺跡の調査区域は北寄りの台地縁

辺部の平坦地である。上層調査過程で調査区北側中央部には埋没谷の形成が観察されている。旧石器時代

の石器集中地点はこの埋没谷の東側の平坦面に分布していた。本遺跡での土層の特徴は、耕作及び削平が

著しく、皿層(ソフトローム)の下部にまで撹乱が及んでいたことである。この揖乱により、縄文前期の

土器集中地点と|日石器時代のブロックが影響を受けていた。

層序区分を行った結果を以下に示した(第 5図)。

基本層序

I 層:褐色土。表土及び耕作土、盛土。削平され天地返しを受けたようにローム小ブロックが混入す

る。本遺跡では、削平及び耕作により I層がIII層にまで入り込むことが一般的であった。

IIb層:赤褐色土。色調は赤色、黄褐色スコリアを含み、全体として赤味を帯びている。埋没谷側のみ

で確認される。いわゆる「新期テフラ層と思われる層」である。 IIb層は第 4ブロックの壁面で

一部確認されているだけで基本土層では確認されなかった。

IIc層:黒褐色土。ローム層への漸移的な層であるが、本遺跡では黒色はあまり発達していない。部分

的にIIc層が残っている程度である。

凹 層:黄褐色ローム土。いわゆるソフトローム層と呼ばれる層である。オレンジ色スコリアを微量含

む。本遺跡ではIII層の波状帯はIV・V層を切ってV層に及んでいるのが一般的である。層厚は30

-5一
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cm"'40cm前後である。本遺跡の旧石器時代の文化層はこの

層に集中が観察された。

IV. V層:黄褐色ローム土。本遺跡では、 111層が厚くソフトロー

ム化し、 IV層を取り込むように堆積し、 IV層と V層の峻

別は不可能であった。赤色、黒色、白色、オレンジ色ス

コリアを少量含む。やや暗色であり、層厚は20cm前後。

VI 層:明黄褐色ローム土。姶良Tn火山灰層 (AT層)である。

白色パミスを多量に含む。 ATが濃密に分布している範囲

をVI層としたが、最も集中する部分は層のやや上位部分で

ある。層厚は約15cmである。

VII 層:暗黄褐色ローム土。第二黒色帯上部に相当する層である。

VI層よりやや暗色である。赤色、白色、黒色スコリアを少

量含む。 ATはこの層まで拡散している。層厚は約20cmで

ある。

IX 層:暗黄褐色ローム土。第二黒色帯下部に相当する層である。

ややVII層より暗色化している。下部で粘性が強まる。土質

的には分層は困難であったが、 ATの拡散が見られなくな

る部分から下位をIX層としている。層厚は30cm前後である。

< 38-01) 

41.00m 

q 第 1b文化層

4 第 1.文化層

A.T 

40.00m 

第 5図基本層序 (S: 1/20) 

X 層:明褐色ローム土。立川ローム最下層に相当する。 IX層より明るくなる。しまりはあるが、粘性

はやや強くなる。少量の赤褐色スコリヤを含む。層厚は40cm前後である。

XI 層:褐色ローム土。武蔵野ローム最上部層に相当する。 X層との境界は、不整合であり、粘性の相

違により波状帯を呈している。軟質で粘性が強い。乾燥すると堅くなり、本層よりクラックが発

達する。

注

1 空港予定地内所在遺跡の遺跡名称については、下記の文献を参照のこと。

新田浩三 1994 I空港予定地内所在遺跡の名称の変更についてJr研究連絡誌40H財)千葉県文化財センター

2 島立桂・永塚俊司 1997 I千葉県における北方系細石刃石器群Jr第4回 石器文化研究交流会一発表要

旨一』石器文化研究会

3 新田浩三 1995 I下総型石刃再生技法の提唱Jr研究紀要16-20周年記念論集-J (財)千葉県文化財センター

4 小久貫隆史・新田浩三 1995 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書IX ー鍬田甚兵衛山北遺跡(空港

Null遺跡)j (財)千葉県文化財センター

5 鈴木道之助 1986 I新東京国際空港Nu12遺跡の有舌尖頭器をめぐってJr千葉県文化財センター研究紀要10

-10周年記念論集-J (財)千葉県文化財センター

6 小久貫隆史・新田浩三 1994 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書VIII 取香和田戸遺跡(空港Nu60遺

跡J(財)千葉県文化財センター

7 西川博孝ほか 1984 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書IV-Nu7遺跡一J(財)千葉県文化財センタ

8 注 4文献。
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11 旧石器時代

1 文化層の概要

旧石器時代の遺物集中地点は、調査対象範囲の北東端と東側の 2か所で検出された。この遺物集中地点

は、発掘調査終了時で3か所のプロックとして把握したが、整理作業の過程で平面分布密度、垂直分布、

母岩別分類等の検討を行い、 4か所のプロックとして再構成された。このプロック群は調査区の東側から

北側に入り込む小支谷に面する台地のより縁辺に位置することになる。遺物集中地点の確認されたところ

は比較的平坦な面であるが、その部分から谷の方向へ急速に傾斜していた。比較的立川ロームの堆積の安

定していた所では、遺物はIII層下部から皿層上面に集中して分布している。出土層準はIII層に帰属すると

考えられる。ところで、本遺跡の調査の発端となった、県文化課の試掘調査で検出された細石刃石核は、

調査区北東隅のIII層上面で検出されている。周囲を精査したが同一母岩資料や細石刃石器群の関係資料は

検出されなかった。また、先述したように北東側の遺物集中地点では、 I層(盛土)が凹層下部にまで入

り込み、遺物は大部分がプライマリーな土層からの検出でなく、プロックの分布状況も散漫なあり方を示

しており、プロックの認定及び出土層位の認定が困難であった。北東側の調査区では、視覚的に見て 3つ

のプロックに分離された。これらのプロックは第1プロック~第3プロックとする。プロック聞に同一母

岩の個体も存在することから、これらのプロック群は同ーの文化層と把握される。細石刃石核は文化層を

異にすると考えられるが便宜的に、プロックに含めて扱うこととする。東側の集中地点はIII層上部で検出

されており、第4プロックとした。確認調査で検出された遺物からあまり資料が増えなかったが、いわゆ

る「荒屋型彫器」が検出されている。この資料についても、同じプロックのほかの石器とは異質で単独資

料的な色彩が強いが、第4プロックの中に含めて扱うこととする。今回の調査ではこの 2つの文化層が検

出された。層位的な重層関係が十分明確でなく、出土遺物による文化層の分離のため、文化層を亜文化層

的に分離して考えた。第 1プロック~第3プロックを第 1a文化層、第4プロックを第 1b文化層とする。

これらの分布状況とプロックの名称を第 6図に示した。

2 プロック各説

(1) 第 1プロック~第 3プロック

① 第 1プロック(第7・10・11図、表1・2、図版1・4)

分布状況 調査区北西端で調査されたプロックである。調査区の北方向の小支谷に面する台地肩部の斜

面に当たる。プロックの西側には埋没谷の谷頭が位置し、プロックの分布範囲の北西側から急速に傾斜し

ている。南側で第 2プロックと接する。

遺物総数は24点である。その分布は散漫であるが、プロックの北西隅にやや分布密度の高い部分があり、

そこから東方向に分布が希薄になっている。 2B04・05区から 2B13・14・15・16・24区にかけて楕円形

状に分布する。分布範囲は南北7.2m、東西13.4mを測る。垂直分布ではおよそ0.9mの高低差がある。土

層断面の投影では I層からIII層にか砂て分布している。これは、 III層がほとんど撹乱を受げているためで、

本来のローム層の堆積状況を復元的に予測すれば、凹層上部~中部にかけての出土層位ではないかと考え

-9ー
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られる。なお、県文化課の試掘坑 (TP 11)は2B14区に当たる。

母岩別資料 12母岩が認められる。流紋岩が 1母岩10点、チャートが 7母岩 7点、ガラス質黒色安山岩

が1母岩3点、珪質頁岩が 1母岩 1点、凝灰岩が1母岩 l点、璃瑠が1母岩2点を数える。流紋岩 1の母

岩以外はプロック内で単独あるいはごく少数の母岩となっている。流紋岩 1はプロックの分布密度の高い

ところを中心に分布範囲の全域に分布している。本プロックの台形石器及び石刃はこの流紋岩 1の母岩を

素材としている。

② 第2プロック(第8・10・11図、表3・4、図版2・4)

分布状況 調査区北側、第 1プロックの南側で調査されたブロックである。調査区の北方向の小支谷に

面する台地縁辺部に位置しており、ローム層は北に向かつて緩やかに傾斜している。現況では、第 1プロ

-11-



ツクと同様にIII層以上の立川ローム層が大部分削平を受けていた。北側で第 1プロック、南東側に第 3プ

ロックが位置する。

遺物総数は 9点である。その分布は散漫である。プロックの北西側にやや密集して分布し、ほかは疎ら

に分布する。 2B23・24区から 2B33・34区にかけて北西から南東方向に長い楕円形状に分布する。分布

範囲は南北8.2m、東西5.8mを測る。垂直分布ではおよそ0.6mの高低差があり、 III層が揖乱を受けている

ためか、遺物の上下への拡散が大きい。土層断面への投影では、 I層からIII層にかけて分布しているが、

大部分は撹乱を受げている層である I層からの出土である。出土層位は明白ではないが、 III層の中部から

上部にレベルを求めることができる。

母岩別資料 6母岩が認められ、黒曜石が 1母岩3点、珪質凝灰岩が 1母岩 1点、チャートが3母岩3

点、璃瑠が 1母岩 1点を数える。黒曜石 1が3点とやや多いが、その他は単独母岩あるいは 2点ほどの母

岩に止まる。黒曜石 1はプロックの南側に散漫に分布する。

③ 第 3 プロック(第 9~11図、表 5 ・ 6 、図版 2~4 ) 

分布状況 第 2プロックの南東側で調査されたブロックである。第 1、2プロックと同様に調査区の北

方向の小支谷に面する台地縁辺部に位置しており、ローム層は北に向かつて緩やかに傾斜しているが、第

1、2ブロックに比して傾斜は緩やかである。現況では、 VI層部分にまで後世の撹乱を受ける所があり、

III層の大部分は揖乱を受けていた。北西側に第 2プロックが位置する。

遺物総数は24点である。その分布は比較的まとまっているが、プロックの中心部に密集して分布し、中

心からブロックの周縁部に向かつて放射状に分布が希薄になっていく。 2B25・26・35・36区から 2B44・

45・46区にかけて北東一南西方向にやや長く南側が膨らむ楕円形状に分布する。分布範囲は南北10.9m、

東西10.7mを測る。垂直分布ではおよそ0.6mの高低差がある。土層断面への投影では、 I層からIII層にか

けて分布し、大部分が I層の撹乱層からの出土であるが、プライマリーな土層状態の部分では、 III層の中

部から上部に出土層位が見られる。

母岩別資料 19母岩が認められ、その内訳はチャート 6母岩6点、流紋岩6母岩6点、璃瑠 4母岩7点、

安山岩 1母岩 1点、凝灰岩 l母岩 1点、砂岩 l母岩 3点である。チャート、流紋岩の母岩は、単独母岩の

礁を構成しており、その礁の母岩を除くと、璃瑠の母岩が剥片類の大部分を占める。点数の多い母岩を挙

げると、璃瑠 3の3点、璃瑠4の2点であり、特定の母岩に集中した母岩の消費は見られない。母岩と器

種の関係を見ると璃瑠 4の母岩に細部加工のある剥片、使用痕のある剥片があるのみであり、主要な利器

が認められない。

④ 第 1 プロック~第 3 ブロック出土遺物(第10 ・ 11図、第 1~6 表、図版 4 ) 

第 1プロックから第3プロックは同ーの地区に広がるプロックであり、明確な確証はないものの同一時

期のプロック群と把握した。ここでまとめて器種ごとに説明を加えていく。

1は細石刃石核である。県文化課試掘調査による遺物であり、 III層上面からの出土である。第 1プロッ

クの分布範囲からの出土ということになるが、ほかの石器とは異質であり、この細石刃石核は別の文化層

のものが混在したものと考えている。左面が石核素材の主要剥離面であり、上面方向からの整形により角

錐状の器体に仕上げられ、単節打面を設けている。打面には疎らな調整が認められる。細石刃の削出は正

面及び、左面に認められる。残存する剥離面からは、最大幅 4mm~5mm、最大長25mm~30mm程の細石刃が

推定される。石材は分類時点ではチャートと分類したが、一般的なチャートではなく、乳灰白色を呈した

-12ー
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第11図 第 1・2・3ブロック出土石器 2

色調であり、凝灰岩の珪質化した石材である可能性が高い。 2は台形石器とした。背面の左側面にプラン

ディング状の調整が連続する。先端がペン先状になる台形石器と分類される。 3は模形石器である。素材

を横位に用いており、上端からは階段状剥離痕と細長い剥離痕、下端からは潰れたような微細剥離痕が観

察される。 4• 5は石刃である。いずれも同一母岩の流紋岩を石材としている。 4は下半部に最大幅をも

っ平面形状を呈する。中央部で切断状に割れている。下半部の背面右側縁には微細な調整痕が認められる。

5は下半部を切断状に欠損するため形状は不明であるが、 4と同様の形状である可能性が高い。 6は細部

加工のある剥片である。主要剥離面の左側縁に平坦な剥離面が認められる。 7は使用痕のある剥片である。

背面下端部に微細剥離痕が連続する。 6• 7はいずれも璃瑠を石材とする。 8'"14は剥片である。 8'" 10 

は流紋岩 1を母岩とする。これらは石刃技法により剥片剥離されたと思われる剥片であり、さらに 9・10

のように器体を横方向に切断されていると考えられる。 14は良質なチョコレート色した珪質頁岩を石材と

している。

r
D
 



(第12---15図、表7・8、図版3・5)

調査区東端で調査されたブロックである。調査区北方向の谷からノッチ状に東方向に入り込

(2) 第 4プロック

分布状況

3 C51区の北西隅で凹層上面か

3 C50・51区に散漫に分布する。分布

む小支谷に面する台地縁辺部に位置している。本プロック付近では立川ローム層の堆積はほぽ平坦である

が、やや南方向に緩やかに傾斜している。現況では、 III層上部まで一部削平を受けていた。

遺物総数は 8点であり、小規模のプロックとなっている。確認調査で、

ら5点の石器が検出され、拡張したがその広がりは希薄であった。

範囲はおよそ南北3.8m、東西3.4mを測る。垂直分布ではおよそO.1mの高低差がある。土層断面への投影

では、プロックの東側の土層観察用のベルトでIII層上面から IIc層下部に投影され、 III層上面に産出層位

を求めることができる。
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母岩別資料 3母岩が認められ、その内訳はホルンフェルス 1母岩6点、珪質頁岩 1母岩 1点、砂岩 1

母岩 1点である。個々の母岩で点数の多いものは、ホルンフェルス 1の6点であり、他は、単独の母岩と

なっている。母岩と器種の関係を見ると、ホルンフェルス 1の母岩により剥片が生産されている。また、

珪質頁岩2は良質のチョコレート色の珪質頁岩であり、いわゆる荒屋型彫器の石材となっている点が注目

される。

出土遺物 荒屋型彫器が検出されていることが特

徴的である。

1は彫器である。先述したが、いわゆる荒屋型彫

器である。チョコレート色の良質な珪質頁岩を石材

としている。素材はやや厚味のある石刃状の剥片で

あり、素材の打面部を器体の基部側に設け、両側縁

に精搬な調整加工を連続させている。右側縁から左

側縁に突き抜けるように樋状剥離が施され、少なく

とも l回の再生が行われているようで、彫万面は器

体軸に対してやや右下がりの角度となっている。

電工~

ζ二〉
〈二ご〉。

1 3<;'51 
7 

(4/5) 

第13図 第4プロック出土石器 l

5叩

4はホルンフェルス 1を母岩とする剥片の接合資料である。大形の偏平礁から剥片剥離された 4点の剥

片が接合する。まず、 4a+bが背面左上端を打面として剥片剥離され、その後に、同じ打面からの 4c 

と上面からの 4dが剥片剥離されている。 4aと4bはその後に切断されたものであろうか。 2 • 3は4

と同一母岩の剥片である。 2は縦方向からの加撃により剥片が分割されている。

(3) プロック外(第2図、表9) 

確認調査時に 3B88区で 1点遺物が検出された。周囲を拡張したが他に遺物は検出されず、単独の遺物

であった。プロックのまとまりが看取されないためプロック外として扱うこととする。 3B88区に分布し

ている。出土位置を落としていないため正確ではないが、遺物は刊層から出土している。

出土遺物はチョコレート色の珪質頁岩を石材とする砕片である。実測図は図示していない。出土層位か

ら第 1ブロック~第 4プロックとは明らかに古い文化層と考えられるが、砕片だけの単独資料のため詳細

は不明である。

てこフ。
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5 
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第 1表第 1ブロック石器属性表

最大長 最大幅 最大厚 重量 挿図 打面 打面 頭部 背面構成 打角 末錦 折面
番号 遺物番号 器積

E 番号 形状 調整 調盤 l 形状 部位
母 岩

mm mm mm 11 I 111 IV c 

1 02 B 040002 砕 片 10.1 14.1 4.8 0.4 チャート 1

2 02 B040003 *，J 片 20.4 25.6 5.2 2.6 H 5 I 1 s メ ノ ウ 1

3 02 B040004 砕 片 14.9 9.3 2.0 0.4 安 山 岩 1

4 02 B040005 蜘l 片 21.2 23.7 3.2 1.6 L 2 B 安 山 岩 1

5 02 B050002 剥 片 22.2 13.3 6.7 1.4 14 H l 1 107 H 珪質頁岩1

6 02 B 130002 剥 片 21.3 23.9 4.8 2.3 9 2 I 1 F M 流 紋 岩 1

7 02 B 130003 *，J 片 33.0 34.2 21.1 13ゅ 4 C l 。 F 凝 灰 岩 1

8 02 B 130004 剥 片 22.7 24.9 4.9 1.9 8 H 3 106 H 流 紋 岩 l

9 02 B 130005 石 刃 29.9 21.3 7目4 4.3 4b 3 F M 流 紋 岩 I

10 02 B 140002 剥 片 27.5 29.3 6.2 3.3 11 2 5 I 1 103 F チャ}ト 3

11 02B140003 礁 35.8 26.4 17.6 20.5 チャート 2

12 02 B 140004 石 刃 23.3 21.4 3.9 1.8 4a H 4 I 1 94 M 流 紋 岩 I

13 02 B 140005 棋形石器 23.0 23.7 12.9 7.0 3 安 山 岩 1

14 02 B 140006 機 17.4 12.2 4.4 1.1 チャート 4

15 02 B 140007 砕 片 11.4 11.1 1.8 0.2 流 紋 岩 l

16 02 B 140008 穣 23.8 14.4 14.5 6.2 チャート 5

17 02B140009 石 刃 20.2 18.0 4.8 1.3 5 H 2 96 M 流 紋 岩 l

18 02 B 150004 台形石器 22.0 19.9 5.6 2.2 2 流 紋 岩 l

19 02 B 150005 剥 片 20.3 27.2 7.2 3.5 C 1 I 1 l F メ ノ ウ l

20 02 B 160008 剥 片 14.2 25.0 6.8 1.7 H 3 H チャート 6

21 02B240002 *，J 片 21.1 34.6 9.9 6.6 10 4 2 F M 流 紋 岩 l

22 T P110001 細石刃石核 24.6 15.7 13.8 5.9 1 チャート 7

23 T P110002 *，J 片 20.8 17.9 2.8 1.4 3 F M 流 紋 岩 l

24 T P110003 砕 片 10.6 13.4 2.2 0.5 流 紋 岩 l

第 2表第1プロック組成表

台形石器 襖形石器 石 刃 細石刃石核 創 片 砕 片 磯 計 数量比%

安 山 岩 l 1 1 1 3 12.50 

珪質頁岩 l l l 4.17 

チャー卜 l l 1 4.17 

チャート 2 1 4.17 

チャート 3 1 l 4.17 

チャート 4 l 1 4.17 

チ ャート 5 I 1 4.17 

チャート 6 l 1 4.17 

チャー卜 7 1 l 4.17 

計 I 2 l 3 7 29.17 

事量 灰 岩 l 1 l 4.17 

メ ノ ウ l 2 2 8.33 

流 紋 岩 l 1 3 4 2 10 41.67 

計 1 1 3 1 11 4 3 24 100.00 

組成比% 4.17 4.17 12.50 4.17 45.83 16.67 12.50 100.00 
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第3表第2プロック石器属性表

最大長 軍大幅 量大厚 軍量 掃図 打面 打面 頭郵 背面傭成 打角 末端 折薗
番号 遺物番号 録 穏

g 番号 形状 調整 調整 l . 形状 部位
母 岩

mm mm mm 11 1111 IV I C 

1 02B230002 "J 片 18.2 21.8 8.2 2.2 H 3 F メ ノ ウ1

2 02B240003 劇j 片 22.8 21.1 5.3 2.4 12 3 4 I 2 84 M チ ャ ート 3

3 02B240004 "J 片 17.3 18.3 4.5 0.9 H 。2 3 。 珪 質 凝 灰岩 1

4 02 B 240005 自由l 片 31.7 12.6 9.6 2.7 1 2 10 F チャート 1

5 02B240006 砕 片 11.2 13.1 2.8 0.4 チャート 1

6 02B330002 剥 片 15.6 17.6 1.8 0.5 P 2 F 黒 曜 石 1

7 02B330003 "J 片 8.9 17.0 2.5 0.3 F 県 曜 石 l

8 02B340002 剥 片 42.5 34.5 19.8 28.2 1 。 F チャート 8

9 02B440004 蜘l 片 12.7 15.6 4.4 0.6 L 1 I 2 F 黒 曜 石 l

第4表第2プロック組成表

創 片 磯 計 敏量比%

黒 噌 石 l 3 3 33.33 

珪賀凝灰岩 l 1 1 11.11 

チャート l l 1 2 22.22 

チャー卜 3 l 11.11 

チャート 8 1 l 11.11 

計 3 l 4 44.44 

メ ノ ウ l 1 1 11.11 

計 8 1 9 100.00 

組成比% 88.89 11.11 100.00 

第5表第3プロック石器属性表

最大長 畳大幅 量大厚 重量 縛図 打面 打商 頭部 背面偶成 打角 末端 折面
番号 遺物番号 器 種 g 番号 形状 間盤 錦整 形状 部位

母 岩
mm mm 間四 11 1111 IV I C 

1 02B250017 剥 片 21.1 16.8 6.6 2.9 C 。 F メ ノ ウl

2 02B250018 軍事 47.0 23.1 20.8 23.2 流紋 岩2

3 02B260075 剥 片 9.8 18.1 4.8 1.1 L 2 1 F メ ノ ウ2

4 02 B 260076 様 35.0 14.3 11.5 7.3 砂 岩 I

5 02B350023 剥 片 7.9 15.4 4.0 0.5 H 1 I 1 H メ ノ ウ3

6 02B350024 .. 1 片 15.9 27.3 2.7 1.9 H 1 M メ ノ ウ3

7 02 B 350025 機 16.0 14.0 11.4 3.3 チャート 9

8 02B360091 理量 44.5 28.0 18.8 30.1 流紋岩3

9 02B360092 磯 21.9 16.6 12.1 5.3 チャート10

10 02B360093 磁 34.9 20.2 12.2 11.7 チャート11

11 02B360094 様 30.0 16.8 7.7 4.5 砂 岩 l

12 02B360095 磁 20.0 17.3 6.9 6.3 流紋 岩4

13 02B360096 司除 19.0 13.1 8.5 2.4 流紋 岩5

14 02B360097 穣 15.4 12.8 9.7 2.6 流紋 岩6

15 02B360099 剥 片 22.2 23.2 9.5 3.7 H 2 。96 H メ ノ ウ3

16 02B440003 司且 25.1 16.8 10.0 3.6 流紋岩7

17 02B450004 様 21.5 6:8 5.6 0.7 砂 岩 I

18 02B450005 礁 26.0 19.8 12.8 7.0 チャート12

19 02B460030a 様 24.5 18.1 14.5 6.8 安山岩l

20 02B460030 b 磯 16.3 10.6 7.9 2.0 チャート13

21 02 B 460031 R "J 片 36.2 26.5 10.3 8.4 6 F 3 I 2 1 10 84 F メ ノ ウ4

22 02 B460032 自問l 片 26.6 18.0 8.0 2.4 H I 2 凝灰岩2

23 02B460033a U 事j 片 45.7 47.1 20.0 35.8 7 2 6 I 1 1 I 1 101 H メ ノ ウ4

24 02B460033 b 様 39.0 23.6 22.9 33.1 チャー ト14
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第 6表第3プロック組成表

R剥片 U ilJ片 ilJ 片 礎 計 数量比%

安 山 浩 l 1 l 4.17 

チャート 9 1 1 4.17 

チャート 10 1 1 4.17 

チャート 11 1 1 4.17 

チャート 12 1 1 4.17 

チャート 13 1 1 4.17 

チャート 14 1 1 4.17 

計 6 6 25.00 

凝 灰 岩 2 l 1 4.17 

メ ノ ウ l 1 l 4.17 

メ ノ ウ 2 l 1 4.17 

メ ノ ウ 3 3 3 12.50 

メ ノ ウ 4 1 l 2 8.33 

計 1 l 5 7 29.17 

流 紋 岩 2 1 1 4.17 

流 紋 岩 3 1 1 4.17 

流 紋 治 4 1 1 4.17 

流 絞 岩 5 1 1 4.17 

流 紋 岩 6 1 l 4.17 

晋昆 紋 岩 7 l l 4.17 

計 6 6 25.00 

砂 岩 l 3 3 12.50 

計 l l 6 16 24 100.00 

組成比% 4.17 4.17 25.00 66.67 100.00 

第 7表 第4ブロック石器属性表

畳大長 震大幅 量大厚 重 量 掃図 打面 打面 頭部 背面構成 打角 末端 折菌
番号 遺物番号 器橿

番号 形状 調整 調盤 1 . 形状 部位
母 岩

mm mm mm g 11 1111 1V 1 C 

1 03C500002 蜘j 片 32.9 31.8 25.2 18.0 3 C 2 。89 ホJレンブェFレス 1

2 03C510002 蜘1 片 45.6 49.0 14.6 35.9 4a L 1 I 2 。 M ホJレンブエJレス 1

3 03C510003 fiJ 片 24.4 50.9 13.5 21.9 4b 1 。 F M ホルンブェルス 1

4 03C510004 自由1 片 38.9 36.8 10.5 16.0 4d H 3 2 10 128 F ホpレンフェJレス 1

5 03C510005 fiJ 片 50.4 23.9 10.4 12.0 2 P 2 H ホJレンアェFレス 1

6 03C510006 *，J 片 36.5 16.1 9.8 5.0 4c H 1 。102 F ホJレンフェJレス 1

7 03C510007 彫 器 28.3 21.0 6.4 4.8 I 珪質頁岩2

8 03C510008 様 46.1 30.5 20.2 36.5 砂 岩 2

第8表第4ブロック組成表

彫 器 ilJ 片 磯 計 数量比%

珪質頁岩2 I l 12.50 

砂 岩 2 1 l 12.50 

ホルンフェJレス l 6 6 75.00 

計 1 6 l 8 100.00 

組成比% 12.50 75.00 12.50 100.00 

第9表 ブロック外石器属性表

母岩

珪質頁岩3

-21-
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111 縄文時代

1 概要

本遺跡の縄文時代の遺構は、早期住居跡l軒、早期の陥穴3基、前期の土坑2基が検出された。それら

の遺構は調査区の北東部から東側にかけて散漫に分布していた。縄文土器は量的に多くはないが、調査区

の北東部でまとまって検出されている。それらの縄文土器は前期の浮島式土器、興津式土器を主体として

いる。ほかには、早期の撚糸文系土器が調査区の北東側にややまとまるにすぎない(第16図)。

2 遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

SI006 (第17・18図、図版6・8) 

調査区の北東隅、 2B37・47区で検出された。北側の谷に面する台地縁辺の平坦面に位置する。

平面形状はほぼ整った円形を呈する。規模は長軸が2.3m、短軸が2.2mを測り、床面積はおよそ4.0rrrを

測る。主軸の方位は、 N-28・-wを示す。床面はソフトローム層を掘り込まれており、特に床面の硬化面

は確認されなかった。壁は緩やかに傾斜して立ち上がり、床面は平坦な浅い皿状に窪む。確認面から中心

部の比高差はO.lmほどであり、壁高は0.06mほどである。覆土はソフトローム土が少量混入する暗褐色土

を主体としており、その下層は、壁側に沿ってソフトローム土が多量に混入する暗黄褐色土が堆積してい

る。床面は比較的平坦であるが、土層断面で観察すると部分的にロームプロックの凹凸面が見られる。床

面からは主柱穴と考えられるピットは検出されず、北側に 1か所の径0.2m、深さO.lm程に掘り込まれた

ピット (pit1 )が存在するのみである。南西寄り壁から約0.3m離れて、長軸0.6m、短軸0.4m、深さ0.15

mの楕円形の窪みが存在する。窪みは壁から中央部にかけて緩やかに傾斜する。この窪みの覆土は 3層に

区分され、上層がソフトローム土を多量混入する暗褐色土、中間の層が炭化物粒子を非常に多く混入する

黒色土、下層がソフトロームを多量に含む暗黄褐色土で構成されていた。この窪みは、焼土や、構底面の

被熱は観察されないものの、炉に準じた機能を果たしていたと考える。

出土遺物は、土器片約40点が出土した。北寄りのpit1と窪みの聞を中心としてまとまって出土してお

り、大半が床面より O.lm程浮いた状態で出土した。大部分は同一個体の撚糸文土器片であり、別個体の撚

糸文土器としては 1点だけ微細な土器片が出土しているのみである。

1は推定口径31.8cmで、胴部から口縁部に向かつてほぽ直立し、口唇部のところで急に外曲する。口唇

部は肥厚している。口唇部文様は二段構成で、単節RLの斜縄文である。口縁部文様は横走する単節RL

の縄文である。なお、口唇部と口縁部の境に連続する指頭圧痕が施されている。胴部文様は縦定する単節

RLの縄文である。

(2) 陥穴

SK001 (第19図、図版 7) 

調査区南東端、 3C61区に位置する。平面形状は長楕円形で長軸端部がやや尖る形状を呈する。規模は

長軸長2.3m、短軸長0.5m、深さ1.5mを測る。長軸方位はN-690-Wである。壁は横断面では垂直に立ち

-23-
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上がるが、長軸方向の両端部がオーバーハングし、壁は縦断面では袋状に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、

ある。覆土は上層が暗褐色土、中層から下層が暗黄褐色土を主体として堆積しており、自然堆積を示して

いる。

遺物は出土していない。
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SK002 (第四図、図版 7) 

調査区南東寄り、 3B76・77区に位置する。平面形状は長楕円形で長軸端部は円味をもっ形状を呈する。

規模は長軸長2.2m、短軸長O.4m、深さ1.0mを測る。長軸方位はN-87・-Eである。壁は横断面では急角

度のV字状に立ち上がるが、壁は縦断面では垂直に立ち上がる。底面は東側はほぼ平坦であるが、中央部

から西側端部にかけて傾斜してやや深くなる。覆土は暗褐色土を主体として堆積しており、自然堆積を示

している。

遺物は出土していない。

SK008 (第19図、図版7・8) 

調査区北東端、 2B16・17区に位置する。平面形状は長楕円形で、長軸端部は北端で長方形に近く、南

端で円味をもち幅広となる形状を呈する。規模は長軸長3.0m、短軸長0.7m、深さ1.5mを測る。長軸方位

はN-43・-wである。壁は横断面ではほぼ垂直に立ち上がり上面でやや広がり、縦断面では垂直に立ち上

がる。底面は、南端で浅く中央部に向かつて深くなり北端で再び浅くなり、縦断面形で凹凸がある。覆土

は、上層で暗褐色土を主体とし、下層で暗黄褐色土を主体として堆積しており、自然堆積を示している。

遺物は縄文土器が微量出土している。 1は縦走する縄文が施されている胴部片である。撚糸文土器であ

る。

(3) 土坑

SK003 (第20・21図、図版7・8) 

調査区東寄り、 3Cll区に位置する。平面形状は不整楕円形で、長軸端部は西側で尖るように膨らみ幅

広となる形状を呈する。規模は長軸長2.0m、短軸長1.2m、深さO.7mを測る。長軸方位はN-63・-Eであ

る。壁は、段をもって立ち上がり、壁際で急角度に立ち上がる。底面は中央部で椀状に深くなり、その周

囲はやや平坦な面である。覆土は、上下の層に挟まれて、第2層(スクリーントーンの層)が焼土を主体

とする赤褐色土で、皿状に浮いた状態で堆積している。この焼土層は自然堆積ではなく、廃棄されたよう

な状況を呈する。他の層は、上層から中層は暗褐色土から黒色土を主体とし、下層で暗黄褐色土を主体と

して堆積しており、自然堆積を示している。
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遺物は、縄文土器が中央部に焼土層の下層にややまとまって出土している。 1はハマグリを施文具とし

た波状貝殻腹縁文が施されている。 2は隆帯を指で摘んで施した凹凸文が二段ある。 3-.....4は底部付近の

土器片で、無文である。すべて興津式土器である。

SK007 (第20・22図、図版7・8) 

調査区東寄り、 SK003の西側に近接して 3C10区に位置する。平面形状は南側がやや膨らむ楕円形状を

呈する。下層確認調査時の壁面で確認されたため、 1/3ほど西側を削平する。規模は推定で長軸長0.9m、

短軸長O.7m、深さO.5mを測る。長軸方位はN-20o-Wである。壁は、北側で急角度に立ち上がり、南側

でやや緩やかに立ち上がる。底面は、中央部がやや皿状に平坦になる。覆土は、上層から中層は暗褐色土

を主体とし、下層で暗黄褐色土を主体として堆積しており、自然堆積を示している。

遺物は、同一個体の縄文土器の比較的大きな破片が、底面に張り付くように内面を上にして出土した。

1は推定口径33.1cmで、口端に棒状工具による刻目がある。器面全体に櫛歯状工具による条痕文が施され

ている。興津式土器である。

2 
ザru等学。

(1/3) 10cm 。

第21図 S K003出土土器
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第22図 S K007出土土器
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3 グリッド出土造物

(1) 土器(第23.......28図、図版6・・ 8)

本遺跡から出土した土器は総数633点であり、早期から中期初頭までの型式にわたっている。なかでも、

前期後半の浮島・興埠式土器が全体の78%を占め、一番多い。これらを大別すると、以下のとおりに分類

される。さらに、細分については形態及び文様による分類にしたがって行う。

第1群土器早期前半の撚糸文系土器

第2群土器早期中葉の田戸下層式土器

第3群土器前期前半の黒浜式土器

第4群土器前期後半の浮島・興津式土器

第5群土器前期末から中期初頭の土器

第1群土器早期前半の撚糸文系土器(第23・25図1"'5、図版8)

本群は、全体の18%を占め、調査区の北東側に多く分布する。特に調査区北東側の 2Bグリッドを中心

に集中する(第23図)。文様は縄文と撚糸文に分類でき、その比率は89%・11%である。口縁部文様から細

分すると、井草式土器・夏島式土器に分類できる。

第1類井草式土器

第1種 目唇部が肥厚し、外曲するもの(1"'2)

1は口唇部文様が三段構成による単節RLの斜縄文である。口縁部は無文帯が構成されている。 2は口

唇部文様が二段構成による単節LRの斜縄文である。口縁部は横走する単節LRの縄文が施されている。

すべて井草 I式土器である。

第2種 目唇部が肥厚せず、外曲するもの (3"'4)

3""'4は小型の土器で、口唇部文様が二段構成の斜縄文である。頚部文様は横走する縄文が施されてい

る。井草 I式土器である。

第2類夏島式土器(5 ) 

5は口唇下8mmのところから、縦走する撚糸文が施されている。縄文原体の節がやや大きい。

第2群土器早期中葉の回戸下層式土器(第24・25図6'"10、図版8)

本群は、総数が9点と少なく、疎らに、散在する(第24図)。この時期は沈線文が主流となる。

第 1類太沈線文が施されるもの (6"'7)

6"'7は文様が横位の平行沈線文である。

第2類細沈線文が施されるもの (8"'10)

文様は 8が横位の平行沈線文で、 9"'10が二条を単位とする菱形文は三角形の沈線文であろう。

第3群土器前期前半の黒浜式土器(第25・26図11、図版8) 

本群は、総数が13点と少なく、疎らに散在する(第26図)。なお、この時期の特徴は胎土中に繊維が含ま

れることである。 11は地文に撚糸文が施されている。

第4群土器前期後半の浮島・興津式土器(第25・27図12"'41、図版8) 

本群は調査区の全域に分布する。しかし、詳細にみると第1群土器と同様、調査区北東側の 2Bグリッ

ドに集中している(第27図)。竹管や貝殻の施文具が多く使用され、この時期から胎土中に繊維の混入がな

-29ー



噂 U17 罰 18 警警に

Lld40し ILJ 41 磯Q~

第25図 グリッド出土土器

nu 
nペ
U

審 025
鞍 0"

o (1/3) 10cm 



/ 
/ 

/。 (1/1000) 

第26図土器分布(第 3群)

/ 
/ 

。 (1/1000) 50 m 

第27図土器分布(第 4群)

-31-

⑩
(
 

出土土器数

1-5点

⑨ 
/ 

‘、、、、

国 1-5占

圏 6-10.9.

圏 一点
21-40点.叶



くなる。

↓グ しノ/
3 I-----

nI I I I i 

4/~~~~~一一一ーーーー- 11 ?-5 

一

(1/1000) 50m 

第28図土器分布(第 5群)

第 1類波状貝殻腹縁文が施されるもの (12'"16) 

⑮ 
J/一一¥

iti 

12はハマグリを、 13"'16はアナダラ属の貝殻を施文具としている。 13"'14は口端に刻目を有する。なお、

13と16には横位の平行沈線文も文様として施されている。

第2類変形爪形紋が施されるもの (17)

17は口縁部片で、口縁部のところから外反している。

第 3類三角文が施されるもの (18'"19) 

浮島III式土器である。

第4類爪形文が施されるもの (20"'21)

20は口縁が外削ぎ状になっている。文様は「ハ」の字状の爪形文が不規則に施されている。 21は口縁が

平坦で、爪形文が不規則に施されている。

第5類沈線文が施されているもの (22"'32)

第 1種半載竹管によるもの (22"'26)

22は撚糸文を地文としている。浮島 I式土器である。 23は口縁が平坦で、口唇下14mmのところから平行

沈線文が施されている。 25は施文法が押引きになっている。

第2種へラ状工具によるもの (27"'28)

27"'28は同一個体である。口端に刻目を有し、口唇部に短沈線状の押捺文が施されている。口縁部あた

りから外反する。浮島III式土器である。
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第3種櫛歯状工具によるもの (29-----32)

29-----30は鋸歯状に、 31-----32は波状に施されている。すべて興津式土器である。

第6類条線文が施されるもの (33-----36)

33は口端に刻目を有する。 34は口唇下18D1D1のところに粘土を逆立てる手法で凹凸文が施されている。す

べて興津式土器である。

第7類凹凸文が施されるもの (37-----39)

この文様は粘土を逆立てる手法で行われている。 37は推定口径24.4D1D1で外反し、輪積痕が見られる。

38-----39は口端に刻み目を有する。すべて興津式土器である。

第8類無文のもの (40-----41)

すべて底部片である。 40は推定底径6.6cmで、 41は推定底径5.8cmである。

第5群土器前期末から中期初頭の土器(第25・28図42、図版 8)

本群は総数が4点と一番少ない。分布状況は疎らである(第28図)042は横走する結節縄文が施されてい

る。

(2) 石器(第29図、表10、図版 8) 

本遺跡より出土した石器はごくわずかである。石器総点数は石鍛 1点、模形石器 l点、砥石 1点、剥片

2点、醸19点である。分布状況の遍在も看取されないが、石鎌及び模形石器は前期の土器集中部分から検

出されている。

1は石鎌である。表面は周縁の調整加工で広く自然面を残置している。裏面の調整加工は全面に及んで

いる。側縁及び基部は円味をもって膨らみ、基部は凸基に整形されている。

2は模形石器である。線状打面を構成している模形石器であり、上下端部は潰れと階段状剥離が看取さ

れる。
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IV 中世以降

1 概要

本遺跡の中世以降の遺構は、井戸跡1基、溝1条のみである。これらの遺構は、搬出する土器等がなく

明確な時期を確定できないが、遺構の形態などから中世以降の所産を考えられるものである。それぞれ調

査区の南側と南西隅で検出されている。溝は確認調査で終了し、範囲の確認と一部の精査しか行っていな

いため、全測図に掲載するに留めた(第四図)。

2 遺構

(1) 溝

SD005(第16図)

調査区南側、 3B区南東側から 3A区北側にかげて位置する。北方向に緩やかにカープを取りながら、

長さ36m、幅1mのほぽ北西から南東方向に緩やかに傾斜して延びる溝である。底面の幅は狭く幅0.2mほ

どであり硬化面は確認されていない。横断面形は緩やかなV字状を呈し、現存の深さは約2伽D"'4伽nであ

る。北東隅で、確認面よりも底面が高くなり確認できなくなっているが、さらに北西方向に延びていくと

考えられる。覆土は暗褐色土を主体としているが、中間の黒色土層で宝永の火山灰と考えられる青灰色の

砂質テフラが確認されている。

遺物は検出されていないが、宝永の火山灰の存在から近世の所産

と考えられる。

(2) 井戸跡

SE004 (第30図、図版7)

調査区の南西隅、 3A85・95区に位置する。開口部では楕円形状

を呈する。規模は長軸長2.0m、短軸長1.6m、深さ2.4mを測る。底

面も楕円形状を呈しほぽ平坦である。規模は長軸長0.6m、短軸長0.3

mを測る。長軸方位はN-20・-wである。底面から中位までは垂直

に立ち上がり、そこから上位に緩やかに朝顔状に関心北西側中位

の壁にはLの字状のピットが垂直に掘り込まれていた。井戸に伴う

何らかの構築物を刺した柱痕と考えられるが、詳細は不明である。

規模は長軸長0.3m、短軸長0.2m、深さ0.4mを測る。覆土は上層が

暗褐色土、中層が暗黄褐色土を主体として堆積しており、最下層は

粘性の強い黒色土で構成されており、自然堆積を示している。

遺物は出土していないが、構築形態から考えて近世のものと思わ

れる。
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V まとめ

旧石器時代 本遺跡では 4か所のブロックから石器群が検出された。これらの石器群は、本文中で第 1a 

文化層、第 1b文化層の 2!1l!文化層を設定して報告した。これらの石器群はいずれもIII層中から検出され

た石器群であるが、本遺跡のIII層の依存状態が良くなく、多分に後世の撹乱を受けている可能性が高い資

料であった。資料数的にも少量であり、石器群の比較検討を行うには未確定な要素が多い資料である。こ

うした前提条件を初めに断った上で、各文化層について若干述べてみることとする。

第 1a文化層は、第 1プロック~第 3プロックが該当する。各プロックは散漫な分布域を示してしてお

り、明確な集中域による分離ではなく、出土石器についても本文中でもまとめであつかったため、 3つの

ブロックをまとめて考えることとする。出土層位はIII層中部~上部と推定される。器種組成は、台形石器、

石刃が少数存在するのみで、剥片類が主体の石器群である。石材組成としては、流紋岩が多いが、チャー

ト、璃瑠、黒曜石などの多様な石材が伴っている。流紋岩 1の母岩からは小形の石刃、石刃状の剥片が生

産されていることが注目される。剥片剥離技術は石刃技法が存在している。石核は検出されていないが、

小形化した石刃が組成している。また、これらの石刃は切断されたように折れているものがほとんどであ

る。明確ではないが石刃技法の最終工程で切断手法が介在する可能性がある。さらに、台形石器は切断手

法による素材ではないが、石刃を生産する母岩と同一母岩の流紋岩 1の剥片を素材としている。この台形

石器は、形態的にはいわゆる「幾何形」を呈している。下総台地では、こうした石器群の類例があまり多

くないが、小形の石刃技法の存在と、石刃の切断手法が見られることから、第 1a文化層はナイフ形石器

の終末期の時期を考えておくこととする。なお、第 1プロックで検出された細石刃石核は、単独の資料で

あり、上記の石器群とは技術的に異質な存在であるので、混在したものと考えておく。この細石刃石核は、

いわゆる野岳・休場型の細石刃石核である。石材が珪質化した凝灰岩と思われる母岩であり(本文中では

チャートとした)、この種の細石刃石核で一般的に利用される信州系黒曜石ではないことを指摘しておくに

留めるが、当該地域の石材獲得を考える上で注目される資料である。

第 1b文化層は、第4ブロックが該当する。ごく少数の資料で構成されるプロックである。出土層位は

凹層上面である。このブロックはホルンフェルスの同一母岩の剥片類と荒屋型彫器の単独資料により認定

したプロックである。荒屋型彫器を含む石器群が東北地方の良質の珪質頁岩を専らに利用することを考え

るとき、この剥片類と荒屋型彫器が共存するものなのか判断に苦慮するところである。ここでは、出土層

位や分布状況から分離することができないため、一応共存していたものと考えておく。荒屋型彫器を伴う

いわゆる削片系細石刃石器群は、最近の永塚氏の集成に依れば、千葉県内で12遺跡で検出されているとい

う九本遺跡の資料で13例目の資料の追加がなされたことになる。荒屋型彫器が検出された遺跡としては、

一部、荒屋型彫器として認定するのに判然としない資料があるが、本遺跡で8例目となる。本遺跡の荒屋

型彫器は、木戸場遺跡や大網山田台遺跡群No.8地点の資料に比較すると、概して小型であり、また、彫万

面は、数回の刃部再生が看取され、器体軸に対して水平方向の彫万面の角度を呈していることが特徴的で

ある。やや形態的に差異が認められる。このことは、単独資料として当ブロックに存在するという、器種

の搬入形態の相違が関係してくることが予想される。ホルンフェルスの大形剥片の接合資料例は、大形偏

平醸から横長剥片を剥片剥離する資料である。この種の剥離技術が観察される資料が、細石刃石器群ある
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いは同時期の石器群に共存するかという点については、大林遺跡第 1プロックに類似した資料が存在する。

この資料は野岳・休場型細石刃石核の石器群と共伴している九細石刃石器群の時期の様相については、複

雑な問題が多いのでこれ以上は触れないが、細石刃石器群と同時期にこのような剥片剥離技術が存在する

ことは注目されて良い資料である。第 1b文化層は比較資料的に十分でない部分か多いが、荒屋型彫器の

存在から細石刃石器群の時期を考えておく。

縄文時代 調査区北東隅で早期の住居跡 l軒が検出された。住居跡の掘込みが浅く依存状態は良くない

が、ほぽ円形の浅い皿状を呈する住居跡であった。住居跡の底面がソフトロームにとどまっているためか、

柱穴痕は確認できなかった。この住居跡で注目される点は、中央部から南側に寄ってくぼみが検出されて

いる点である。このくぼみの覆土は炭化物を多量に含んでいた。こうしたくぽみの存在は、撚糸文期の住

居跡に共通した特徴であるという。本住居のくぽみはピットを伴って検出されなかったが、炭化物を多量

に覆土中に含むという点での共通項は重要である。北総台地で撚糸文系土器群の濃密に分布する空港予定

地内の遺跡群では、香山新田中横堀遺跡(空港No.7遺跡)で 1軒3)、取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)では

6軒の撚糸文期の住居跡が検出されて、その内の 5軒の住居跡で共通したくぽみが確認されている針。撚糸

文期の住居跡について、こうした炭化物を多量に含む掘込みを、今村氏は「灰床炉Jとして焼土を残さな

い形での炉との可能性を考え、炉と同等の機能を積極的に評価している九本住居跡のくぽみは浅く、灰床

炉としての構築方法を推定させる事例として一概に扱うことはできないが、焼土を残さない形での炉、あ

るいは炉に準じた施設と考えられる。このような考えから本遺跡の住居跡の例は、広義の意味での炉の伴

った住居跡であると積極的に考えておく。本住居跡の時期は、出土土器からみて井草 I式期の時期が考え

られる。撚糸文系土器群でも最も古い時期であり、竪穴住居跡の出現期の住居跡として貴重な資料が追加

されたと評価できる。

縄文土器は、早期から中期初頭までの型式にわたって出土した。中でも、前期後半の浮島・興津式土器

群が全体の78%を占め、一番多かった。ここでは本遺跡における浮島・興津式土器群の様相について記載

する。

分布状況は、調査区北東側の 2B区に集中していた。これを地形図に投影してみると、北東側の台地縁

辺部に分布していることがわかる。谷津を隔てた対岸の台地に所在するー鍬田甚兵衛山北遺跡(空港No.ll

遺跡)から出土した本土器群の分布状況を調べてみると、南西側の台地縁辺部に小範囲に分布し、密集し

ているヘこのことから、本遺跡を含む周辺の遺跡における本土器群は、台地の平坦部というよりも谷津に

面した台地縁辺部に小範囲に分布しているようである。土器数量が少ないので、本土器群の型式論にまで

及べないが、文様から浮島式期後半から興津式期前半の土器を多く出土していることが理解された。
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